
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OMIYA NEWS 
No.１90    202４年５月２５日 ＪＲ東労組大宮地本 

本部は５２００件を超える職場の声を突きつける！ 
 過去最高の働き度の下で定期券多売や繁忙期輸送を担い、収入を確保し好

業績を実現した。しかし、その努力が賃上げや夏季手当に反映されていない。 

 厳しい労働実感の中、「融合と連携」や多能化、複数箇所勤務等の会社施策

を担いスキルは着実に上がっているが、それに見合う賃金になっていない。 

 度重なる異常時対応や休日出勤、企画業務や超過勤務で疲弊している。

人員確保とモチベーション維持・向上のために魅力ある賃金が必要。 

 物価上昇に賃金が追い付いていない。今後も生活は厳しくなる一方だ。 

社員・家族が安心して生活できる収入を実現するために会社は報いるべき。 

職場の仲間からは怒りの声が噴出！ 
ゼロ回答であり許せない／納得感が全く無く、怒りしかない／職場の苦労に寄り添っていない 

／頑張った者が報われていない／上がるのは株主配当と役員報酬ばかり／要員不足と負担

増大で職場は限界。安全も危機的状況／モチベーションが上がらず離職者が増える／好業

績でも出さないならいつ出すのか／統括センター化で労働実感は上がったが、全く報われて

いない／社員・家族の幸福には賃上げが不可欠／「４方良し」になっていない…… 


